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図 面 番 号
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作 成年 度

係 員

図 面 総 数

所 属 年 度 令和

第

縮尺
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鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

年度

椢原橋露出鋼管取替工事

分の250

設  計 製 　 図 照  査係  長副課長課　長

１ 号 第 ６ 葉

1

令和 ６ 年度

配管平面図
  50

配管平面図 S=1:250

歩

Co

R
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DIP.GX(S種)φ150×7.2m アラミドがい装ポリエチレン管

WEETA-13.6 W150×17.1m
DIP.GX(S種)φ150×5.9m
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▽13.50



座 標 一 覧 表
点  名 X座標 Y座標 標高 備考
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45°エルボ端末継手

6-支持金具
空気弁φ25

空気弁部　回転防止押え金具
　(SUS304)

　(SUS304)

725 513

16024

　(エアーレス) ポリエチレン管φ150

　(アラミド繊維補強)

6-支持金具
　(SUS304) 　(エアーレス)

空気弁部　回転防止押え金具
　(SUS304)

空気弁φ25
ポリエチレン管φ150

　(アラミド繊維補強)

14786

14787 513725

16024
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注　記

　(1)添架水管橋と道路橋の離隔は、300mm以上を確保すること。

　(2)埋設部の管種はDCIP-GXとし、水管橋との接続はメカ継手とする。
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曲管45°φ150×150DIP

274

83

曲管45°φ150×150DIP

S=1:50

水　管　橋　一　般　図

平 面 図

正 面 図

断 面 図

水管橋一般図

S=1:50

水　管　橋　一　般　図

平 面 図

正 面 図

水管橋一般図

図 面 番 号

工 事 名 称

図 名

作 成年 度

係 員

図 面 総 数

所 属 年 度 令和

第

縮尺

６

鳴 門 市 企 業 局 水 道 事 業 課

年度

椢原橋露出鋼管取替工事

分の50

設  計 製 　 図 照  査係  長副課長課　長

２ 号 第 ６ 葉

1

令和 ６ 年度

端末メカニカル継手端末メカニカル継手

13.810

13.868

13.976

13.994

14.003
14.00313.99813.993

13.884

13.845

13.152

13.178
13.157

13.875
13.98213.99414.00214.00113.99613.988

13.882

13.976
13.99414.003

14.00313.99813.99313.884

13.868

13.845

椢原橋 水管橋添架重量の算定

添 架 種 別 単 位 重 量 （ 単 位 ） 数　量 （ 単 位 ） 重 量 （ 単 位 ）

1  ポリエチレン管　W150 81.4 N/m 14.786 m 1203.6 N

2  管内水量 181.3 N/m 14.786 m 2680.7 N

3  Ｕバンド 5.9 N/ヵ所 6 ヵ所 35.4 N

4  アンカーボルト 1.0 N/ヵ所 14 ヵ所 14.0 N

5  支持金具 98.5 N/ヵ所 6 ヵ所 591.0 N

6  空気弁部(回転防止押え金具含む) 320.7 N/ヵ所 1 ヵ所 320.7 N

計 4845.4

橋１ｍ当たりの負担重量の算出=

4845.4 ÷ 14.786 = 327.7 N/m

33.4 kg/m

   < 50kg/m（許容添架荷重)



※ルーズに締付ること。

押え金具用Ｕ字ボルト

b-b　断面図

回転防止押え金具 

2-φ15×45L 長孔

回転防止押え金具 詳細図  Ｓ＝１／５
材質：ＳＵＳ３０４  数量：１ヶ所
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（焼付防止ナット）

M12 4N,4角W付

押え金具用Ｕ字ボルト詳細  Ｓ＝１／５

２－ＥＦソケット Ｗ１５０（高密度ＰＥ）

４－Ｍ１６×８０Ｌ Ｂ,Ｎ,２Ｗ（ＳＵＳ３０４）

熱収縮チューブ（架橋ＰＥ）

　数量：１ヶ所

空気弁部 詳細図  Ｓ＝１／１０

８０Ａ 上水ルーズフランジ（ＳＵＳＦ３０４）

ＥＦソケット Ｗ７５（高密度ＰＥ）

異径チーズ Ｗ１５０／Ｗ７５（高密度ＰＥ）

フランジアダプター Ｗ７５（高密度ＰＥ）

不凍急排水型空気弁（MAV-25） パッキン（ＥＰＤＭゴム）
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2-M10×125L　ケミカルアンカー
（2N,W付 焼付防止ナット）
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押えテープ（ガラスフィラメントテープ）

自己融着テープ（ブチルゴム）

端末メカニカル継手詳細図  Ｓ＝１／１０
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曲管45°φ150×150DIP 曲管45°φ150×150DIP

平 面 図

S=1:50取 合 配 管 詳 細 図

平 面 図

断 面 図

取合配管詳細図

1
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1'''
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DIP.GX(S種)φ150×7.2m

平面角45° 平面角45°

GX形継輪 φ150

GX形乙切管 φ150×1.00m

GX形両受曲管 φ150×45°

GX形甲切管 φ150×3.46m

GX形曲管 φ150×22 1/2°

GX形乙切管 φ150×0.95m

DIP.GX(S種)φ150×7.2m

断面1×6.9m(H=1.20) 断面1×5.6m(H=1.20)

DIP.GX(S種)φ150×5.9m
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GX形乙切管 φ150×0.97m

平面角45° 平面角45°

平面角22°

GX形継輪 φ150

GX形乙切管 φ150×1.00m

GX形両受曲管 φ150×45°

GX形甲切管 φ150×3.46m

GX形曲管 φ150×22 1/2°

端末メカニカル継手

GX形曲管 φ150×45°

GX形曲管 φ150×45°

GX形乙切管 φ150×0.95m

端末メカニカル継手

GX形乙切管 φ150×0.97m

GX形曲管 φ150×45°

GX形曲管 φ150×45°

GX形甲切管 φ150×2.03m

GX形継輪 φ150

GX形乙切管 φ150×1.50m

GX形両受曲管 φ150×45°

既設管 MDIPφ150 D=1200

既設管 MDIPφ150 D=1200

既設管 MDIPφ150 D=1200

既設管 MDIPφ150 D=1200

洗管詳細図
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1
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凡　　　例

GX形継手(直管)

※挿入管に挿口無し

G-Link継手(異形管)

GX形継手(異形管)

※挿入管に挿口有り

(ライナ使用)

※挿入管に挿口有り

GX形継手(直管)

※挿入管に挿口有り

(G-Link使用)

(接合材料使用)

鋳鉄管切断
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（管控除数量　0.02）
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名　　称 形状寸法 単　位 数　　量

舗装切断 AS・t=4cm ｍ
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断面２

（管控除数量　0.01）
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（管控除数量　0.01）

仮設配管φ100

AS仮復旧(密粒・t=3cm)

(RM-30)路盤材

600

600

(良質土)発生土

3
0

11
0

1
4
0

4
74

5
00

11
4

5
74 6
1
4

名　　称 形状寸法 単　位 数　　量

舗装切断 AS・t=4cm ｍ

舗装掘削 AS ｍ２

掘　　　削 土　　砂
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A S 殻
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（１．０ｍ当たり数量）
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1.20
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ｍ３埋　　　戻 0.62発生土（良質土）

路　　　盤 RM-30・t=11cm ｍ２ 0.60
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既設AS舗装(t=4cm)

40 40

既設AS舗装(t=4cm)既設AS舗装(t=4cm)

設置 撤去

設置 撤去
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舗装復旧図

凡 例 名 称
密 粒 t = 4 c m , 不 陸 整 正 (車 道 )

50

舗 装 復 旧 図

S=1:250平 面 図

S=1:50展 開 図
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既設舗装・t=4cm

（復旧前）

舗装断面１

As As

(車道部 )

仮復旧・t=4cm

（復旧後）

（本設配管部）

掘削幅Ｂ

※ 掘削幅から施工目地まで
 の距離が1.2m以内の場合は
 全面復旧します
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種　　別 規　　　格 施工延長(m)

区画線数量集計表 （1.0式当たり）

改　　　め合　計（m）

16.50外側線 W=15cm・白線その他表示 16.50 17

外側線（白線・W=15cm）
◎ NO.0付近(右側)　　　　    　   施工延長 L= 7.50m

0.
30

施工延長　Ｌ

◎ NO.0付近(左側)　　　　    　   施工延長 L= 9.00m

合　計 L=16.50m

仮設配管仮復旧 L=6.00

仮設配管仮復旧
L=5.00

0.60

0.60
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空気弁φ25

リングサポート

伸縮管

＜参考＞水管橋撤去・架設要領図

＜参考＞水管橋撤去・架設要領図
S=1:50
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12.9m

1.3m

1.3m

既設水管橋支保用受梁（H形鋼：100×L-1.6m)

レバーブロック　2㌧用

架台（高さ調整用)

架台（高さ調整用)

吊足場（単管パイプ)

吊チェーン

吊足場（単管パイプ)

吊チェーン

1.
3m

吊チェーン

吊足場（単管パイプ)

既設水管橋支保用受梁（H形鋼：100×L-1.6m)

架台（高さ調整用)

吊チェーン

既設水管橋支保用受梁（H形鋼：100×L-1.6m×14本)

架台（高さ調整用)

既設水管橋重量（L-2m当たり）：

　鋼管　(φ165.2×t7.1）　0.02778t/m*2m　　=0.055ﾄﾝ
　補剛材　0.273*0.012*7.85*2m  　　　　　　=0.051ﾄﾝ
　  〃　　0.245*0.020*7.85*2m　　　　　 　 =0.077ﾄﾝ
  リブ材　　補剛材*20%　　　　　　 　　　　=0.037ﾄﾝ

計

ユニック車（2㌧）吊能力：

(1)作業半径：6.5m
(2)吊能力：0.68ﾄﾝ　≧吊荷重　0.22ﾄﾝ　安全率:3　　

　=0.220ﾄﾝ

OK⇒

作業手順

吊足場設置

支保用受梁の設置

ガス切断(2mピッチ)

水管橋吊上、撤去・搬出

ポリ管接合（EF継手）

水圧検査工

埋設配管との接続工

仮設配管布設
既設水管橋撤去工 新水管橋架設工

ポリエチレン管吊込（人力）

管支持金具の取付

吊り足場、仮設配管撤去

(5)足場設置、水管橋の撤去、架設作業は、道路橋にユニッククレーン（2ﾄﾝ）配置し行う。
　吊リ荷重と吊りの能力はの関係は、次に示すとおり。

作業要領、安全対策

(3)水管橋の撤去、作業時には通行車両をう回道路に誘導し、道路橋は通行止めとする。
一方、歩行者はガードマンにより歩道橋に誘導し、安全確保に努める。

(2)作業時間は、昼間作業（9:00～5:00）とする。

 河川への落下防止及び油脂類の流出を防止する。

(1)水管橋の撤去、架設作業は、道路橋上に仮設配水管が設置された後に実施する。

(6)河川汚染対策は、橋梁点検車の作業デッキに幅木＋シート養生を設置し、ボルト等資材の

(4)仮設足場は、道路橋、歩道橋（地覆部)から単管パイプをチェーンで吊った構造とする。

(7)着工前には工事に関与するび周辺住民、企業等にビラ等を配布し、工事の周知徹底を図る。

　吊足場の掛けm2（S)：　S=1.3ｍW×12.9mL=16.8m2
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＜参考＞仮設配管一般図
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S=1:100

＜ 参 考 ＞ 仮 設 配 管 一 般 図

平 面 図

S=FREE配 管 図

参考図第 ２ 号 参考図第 ２ 葉
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π型フランジ補剛鋼管φ200

仮設配管 φ100

S=1:50断 面 図
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仮設配管 φ100×29.3m

断面３×6.2m(H=0.50)
断面５×6.2m(撤去) 露出

断面３×6.6m(H=0.50)
断面５×6.6m(撤去)

仮設配管
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